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【手続補正書】
【提出日】平成25年1月30日(2013.1.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上りリンクにＳＣ－ＦＤＭＡ方式が適用され、且つ下りリンクにＯＦＤＭＡ方式が適用
される無線通信システムで用いられる無線基地局であって、
　前記ＳＣ－ＦＤＭＡ方式又は前記ＯＦＤＭＡ方式の無線信号を受信処理する受信部と、
　前記受信部により得られた受信信号を時間領域から周波数領域に変換するとともに一次
復調を行うＯＦＤＭ復調部と、
　前記ＯＦＤＭ復調部により得られたデータシンボルを周波数領域から時間領域に変換す
るとともに二次復調を行うフレーム処理部と、
　前記ＯＦＤＭ復調部によって前記周波数領域に変換された後の信号であって前記フレー
ム処理部によって前記時間領域に変換される前の信号に対する測定を行う測定部と
を備える無線基地局。
【請求項２】
　上りリンクにＳＣ－ＦＤＭＡ方式が適用され、且つ下りリンクにＯＦＤＭＡ方式が適用
される無線通信システムで用いられる無線基地局の通信制御方法であって、
　前記ＳＣ－ＦＤＭＡ方式又は前記ＯＦＤＭＡ方式の無線信号を受信する受信ステップ
と、
　前記受信ステップにより得られた受信信号を時間領域から周波数領域に変換するととも
に一次復調を行うＯＦＤＭ復調ステップと、
　前記ＯＦＤＭ復調ステップにより得られたデータシンボルを周波数領域から時間領域に
変換するとともに二次復調を行うフレーム処理ステップと、
　前記ＯＦＤＭ復調ステップにおいて前記周波数領域に変換された後の信号であって前記
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フレーム処理ステップによって前記時間領域に変換される前の信号に対する測定を行う測
定ステップと
を有する通信制御方法。
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